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■市町村活動支援事業から 
～「学校図書館環境改善事業」 「学校ブックフェスティバル」 

赤井川村（後志管内）では、学校と教育委員会が一体となって、子どもの読書活動の

推進に取り組んでいます。この一環として、今年度、道立図書館の市町村活動支援事業

の「学校図書館環境改善事業」、「学校ブックフェスティバル」、「朝読・昼読ブックス」

を実施しました。 

学校図書館環境改善事業と学校ブックフェスティバルの実施状況を中心に、赤井川村

の積極的な取組についてリポートします。 

 

１ 学校図書館環境改善事業   8 月 10 日 実施校：赤井川小学校 

 

 

 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

時 間 内 容 

11:20～12:00 改善事業の段取りなど 

13:00～13:30 参加者集合 

13:30～14:00 ワークショップ １：ミニ講座 

14:00～16:00 

ワークショップ ２：改善作業 

① 除架 

② 表紙を見せるディスプレイ、装飾 

 

午前中は、2 名の担当の先生から説明していただきながら、学校図書館の状況を調べ、

午後からの改善作業の進め方について相談等を行いました。 

午後からのワークショップには、赤井川小学校の先生全員と、他に１校ずつある小学

校と中学校の担当の先生合わせて１３名、教育委員会から２名が参加しました。 

まず、３０分間のミニ講座で、子ども読書活動や学校図書館の意義、除架（内容が古

い図書等を書架から除くこと）の基準等、環境改善の要点について、パワーポイントで

説明しました。 

続く改善作業では、まず、参加者全員で、書架に並んでいる図書を例に、発行年、内

容、傷み具合などを見ながら、除架の基準について意見交換し、共通理解を図りました。 

その後、２～３人で１つずつ書架を担当し、

除架とディスプレイを行いました。 

 

 

 

 

 

作業の様子 
除架した図書が高く積まれています。 

徐架後の書架 
古い本を除いて生まれたスペースに、本の表紙を見

せて並べました。 
おすすめ本の POP（ポップ）を付けると、さらに親

しみやすい棚になります。 

※ 学校図書館環境改善事業とは・・・ 

市町村立図書館等と連携して、学校図書館担当の教職員やボランティアを対象に学校図書館

の環境改善について助言をしたり、実際に「ビフォーアフター」を行います。 

 



 - 3 - 

２ 学校ブックフェスティバル   9 月 10 日 実施校：赤井川小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
者 

学校名 参加児童・生徒数  

展
示
物 

展示資料 数量 

赤井川小学校 45 名  図書 1,000 冊 

都小学校 18 名  しかけ絵本 80 冊 

赤井川中学校 30 名  おはなしめいろ 2 枚 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

時 間 内 容 

前日 15:20～16:20 準備作業（床に本を広げ、しかけ絵本などを展示する） 

当日 

9:40～ 9:45 はじめの会（校長先生の話、道立図書館職員とボランティアの紹介） 

9:50～10:15 おはなし会 

10:15～10:20 貸出方法の説明 

10:20～11:15 かしだしタイム 

11:15～11:20 おわりの会 

11:20～12:10 撤収作業 

 

○ おはなし会 

全員を対象に大型絵本の読み聞かせを行った後、低学年・高学年・中学生を校内３

か所に分けて、ボランティアによるおはなし会を行いました。ボランティアの方〄は、

他に、貸出業務も担当しました。 

 

○ かしだしタイム 

おはなし会の後、全員が体育館に戻り、先生

から床に広げられた図書の借り方、しかけ絵本

やおはなしめいろの遊び方についての説明を聞

いたあと、本選びが始まりました。 

子どもたちは歓声をあげて、床に散らばった

本に向かい、生き生きと本を選んだり、読書を

楽しみました。 

 

３ 事業後の取組 ― 都小学校の学校図書館環境改善 

村のもう一つの小学校、都小学校でも取組が始まりました。 

オープンスペースで日当たりが良い学校図書館は、明るい反面、新しく図書を入れて

もほどなく日焼けして背表紙の文字が読みにくくなるという課題を抱えています。そこ

で、少しでも日焼けを食い止めることができないかと、窓に紫外線カットフィルムを貼

りました。 

また、冬季休業中に、村内の学校の協力を得て、独自に環境改善を行うことを予定し

ています。 

 

 

 

※ 学校ブックフェスティバルとは・・・ 

読書の楽しさを味わうことで子どもの読書意欲を引き出すとともに、市町村立図書館（室等）

と学校との連携を進めることを目的とするイベントです。 

学校の体育館に、道立図書館の児童書 1,000～2,000 冊を広げます。多種多様で比較的新

しい本の中から、子どもたちは好きな本を選び、自由に読んだり、借りたりします。本選びを

終えた後は、しかけ絵本やおはなしめいろで遊ぶこともできます。 

貸出期間は１か月で、子どもたちが返却した後も、朝読書用に学級で保管するなど、自由に

活用することができます。 
 

今年度の学校図書館環境改善事業、学校ブックフェスティバルの申込みは終了しました。 

来年度の事業につきましては、3 月上旬にお知らせする予定です。 
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■特集 

北海道「朝読・家読運動」イメージキャラクター 

“ぶっくん”各地の図書館イベントで活躍中 
 

前号でも紹介しましたが、北海道「朝読・昼読運動」イメージキャラクター“ぶっく

ん”の着ぐるみは、平成 24 年 11 月に開催した「北海道ブックフェスティバル in し

りべし」に登場以来、いろいろなまちで子どもたちと一緒にイベントや読書を盛り上げ

ています。 

今年度、図書館のイベントに登場した“ぶっくん”を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 北竜町図書館（空知管内） 

5 月 11 日に北竜町図書館で運営相

談を実施しました。 

運営相談当日は図書館フェスティバ

ルが開催されており、本の妖精「ぶっく

ん」が登場すると、子どもたちは大喜び。

子どもたちに囲まれて歩くこともまま

ならないほどの人気でした。 

フェスティバルでは北海道立図書館

の資料で「絵本のどうぶつえん」を展示。

こちらも好評で、多くの親子連れが絵本

を手に取っていました。 

運営相談では「基本的な図書館の役割」と「学校図書館への支援」の 2 点を中心に、

説明や意見交換を行いました。 

「基本的な図書館の役割」では、町民により親しんでもらうためには、図書館だより

の充実や、楽しいディスプレイの工夫などが重要で、そうした作業にはボランティアス

タッフとの協働も大切になることなどについて話し合いました。 

また、「学校図書館への支援」については、図書館と小学校との連携を深めていくス

テップとして、図書館の児童書の一部を小学校へ貸し出す団体貸出しを行ったり、図書

館職員が学校図書館の運営をサポートするといった取組について意見交換しました。 
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２ 芽室町図書館（十勝管内） 

10 月 5 日、図書館に親しんでもらおうと、

「芽室町図書館まつり」を開催しました。 

第 1 回（昨年度）は、図書館が主体となって

行いましたが、今回は図書館を中心に活動して

いるボランティア団体・個人で構成する「ボラ

ンティアネットワーク」を中心として実行委員

会が主催し、盛りだくさんの催しで大盛況、来

場者は昨年度から 200 名増の延べ６２２名と

なりました。 

「ぶっくん」も午前と午後、そしておまつり終了後のお見送りの計 3 回登場し、子

どもたちが大喜びしました。 

 

催
し 

昔遊び 柏樹学園社会奉仕部 

紙芝居＆読み聞かせに合わせた手話 パパスイッチ＆朗読サークルこず

えの会＆手話サークルハンズ 

読み聞かせ・工作＆エプロンシアター・パネル

シアター・人形劇 

おやこっこおはなし会＆人形劇サ

ークルむぎの穂 

本の修理及び製本講座・しおり作り 図書館支援ボランティア 

お菓子の家作り 布の絵本サークルひよこひよこ 

図書館クイズ 図書館 

 

３ 道立図書館 

こどもの読書週間真っ最中の 5 月 3 日（金）、子どもたちが本や図書館を身近に感じら

れるよう、図書館ツアー「図書館の秘密を探る」を開催し、このイベントに合わせ「ぶっ

くん」に来てもらいました。 

まずは、受付で子どもたちをお出迎え。始めは、あまりの大きさに遠巻きに眺めていた

子どもたちも、徐〄に慣れて、一緒に写真を撮ったり、握手をするなど親子で楽しんでい

ました。 

このツアーは、普段入ることのできない場所

を巡ります。その１つ、館長室では、館長の席

に座って写真撮影ができるようにしました。こ

こでも、「ぶっくん」が参加者に内緒で待って

いて、室内に入ってきた子どもたちは、とても

びっくりしていました。 

 子ども向けのイベントは、始まるときはやや

緊張感が出るものですが、「ぶっくん」と触れ

合うことでリラックスした雰囲気をつくるこ

とができました。 

 

 

 

 

着ぐるみ“ぶっくん”に関する問合せ・申込みは、北海道教育庁生涯学習推進局生涯

学習課（TEL 011-231-4111（内線 35-522））まで、お願いします。 
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■お役立ち情報 ～「子どもイベントサポートブックス」 
子どもイベントサポートブックスは、市町村立図書館等でのおはなし会や図書まつり

などのイベント時に貸出している資料で、大型絵本や大型紙芝居、しかけ絵本、エプロ
ンシアターなどがあります。 

その中から「外国語絵本」と「調べ学習支援セット」を紹介します。 
 
１ 展示やイベント、授業にも・・・「外国語絵本」 

中国語、韓国語、イギリス語、

ドイツ語、フランス語、スペイ

ン語、イタリア語、ロシア語の

８か国語の絵本が約 330 冊あ

ります。 

日本でも出版されている絵

本の原書、日本ではあまり見な

いデザインの絵本などさまざ

まで、しかけ絵本もあります。 

展示やイベント、学校の授業

などに、御活用ください。 
    
 
 
 

 

２ 学校での授業に一役・・・「調べ学習支援セット」 

小学校の先生から、図書館の使い方や調べ学習のしかたの説明を頼まれたとき、どう

していますか？ そんなときに役立つのが、「調べ学習支援セット」です。 

例えば、百科事典の引き方を説明したいときには、このセットにある紙芝居「百科事

典の引きかた」を読みながら説明をすることで、小学１年生でも、項目の成り立ちから

目次や索引の使い方までわかりやすく学べるようになっています。 

図書館の職員が学校に出向くときに使ったり、学校に貸し出して、先生方が調べ学習

の最初の説明に使うのに便利です。 

セットは、紙芝居と絵本を合わせて８冊で、内容は表のとおりです。 

学校と連携を進めるアイテムとして、まず一度、借りて手にとってみてはいかがでし

ょうか。 

 
※ いずれも「子どもイベントサポートブックス貸出申込書」でお申込みください。 

道立図書館 HP＞図書館ポータル＞情報共有ファイル＞ファイル一覧＞道立からのお

知らせ＞平成 25 年度北海道立図書館市町村活動支援事業 

 

言語 冊数 

 

言語 冊数 

 

言語 冊数 

中国語 38 冊 スペイン語 27 冊 フランス語 37 冊 

韓国語 31 冊 ドイツ語 39 冊 ロシア語 37 冊 

英語 89 冊 イタリア語 33 冊  

 タイトル 出版者 

1 本で調べてほうこくしよう（図書） ポプラ社 

2 調べ学習基礎の基礎 改訂版（図書） 〃 

3 図書館へようこそ！（紙芝居） 埼玉福祉会 

4 テーマのきめかた（紙芝居） 〃 

5 百科事典のひきかた（紙芝居） 〃 

6 本ってどうやってできたの？ 上（紙芝居） 〃 

7 本ってどうやってできたの？ 下（紙芝居） 〃 

8 本ってどうやってつかうの？（紙芝居） 〃 

＜内訳＞ 
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■北海道教育委員会の子ども読書に関する取組 

 ・北海道子ども読書活動推進ホームページ 
   北海道子どもの読書活動推進計画や「理科読おすすめ本リスト」、読書活動普及・啓発資料

など、北海道の読書活動に関する情報を見ることができます。 

ホームページ：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/move/dokusyo/ 

dokusyoindex.htm 

 ・北海道「朝読・家読運動」 
   子どもの読書習慣は、日常の生活を通じて形成されます。読書が生活の中に位置付けられ、

継続して行われるよう、家庭での読書活動の習慣化に向けて取組む運動を行っています。 

ホームページ：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/move/dokusyo/ 

asadokuuchidoku.htm 

 ・北海道親力（おやりょく）つむぎ事業 
   家庭や地域の教育力の向上を図り、地域全体で子どもたちを守り育てる社会の実現を目指す

事業で、保護者と子どもの絆をつむぐ取組として、「朝読・昼読運動」「ブックスタート事業」

が取り上げられています。 

ホームページ：http://www2.manabi.pref.hokkaido.jp/dokyoi/oyaryoku/index.php 

 ・ほっかいどう学力・体力向上運動 
   子どもたち一人ひとりに、社会で自立して生きていく上で必要な学力や望ましい生活習慣や

規範意識を確実に身に付けさせることができるよう、学校・家庭・地域・行政が一体となって

進めている事業です。リーフレット「時間の目安を決めて子どもの生活リズムを整える！」の

中で、読書習慣について取り上げられています。 

ホームページ：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ksk/undou_page.htm 

 

 

 

 

 

みなさんの図書館（室）の情報をお寄せください。 

新規事業、図書館イベント、子どもの読書活動推進計画、学校や地域との連携、移転・

新改築などの情報をお待ちしています。 
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